愛媛医学投稿規定
昭和５６年４月１日制定　　　　　　　　　　　　　　
平成２６年９月１７日一部改正
　　　　　平成２７年１２月２１日一部改正
平成２８年９月２６日一部改正
令和３年２月１８日一部改正

1． 医学および医療の進歩に寄与し得る内容であること。

2． 著者（共著者を含む）は，二重投稿でない旨を記した誓約書（別紙様式１）を提出すること。類似内容の既報あるいは他誌への投稿が存在する場合には，彼我の相違点についてcover letterの中で説明すること。

3． Corresponding authorは，利益相反開示書（別紙様式２）の署名捺印することにより利益相反の有無を開示すること。利益相反有りの場合には利益相反申請書（様式任意）にて利益相反の内容を申告すること。なお，論文の内容と関係した利益相反が過去３年間のうち１年間で１００万円以上となった年が１年以上あった場合のみに申告する。

4． 論文の内容が臨床研究の場合は，被験者からのインフォームドコンセント及び施設内倫理委員会による研究計画の承認が得られたものであり，動物実験の場合には，施設のガイドラインに準拠している旨を論文中に明記すること。

５.　本誌は、医学・医療に関係のある下記内容の論文などで，未掲載のものに限り採用する。
下記以外のカテゴリーについてはその都度検討することとする。
(1) 原著

(2) 症例報告

(3) 臨床経験録

(4) 総説

(5) 学会及び研究会の抄録

(6) エディトリアル等

　　　１）原著　２）症例報告　３）臨床経験録　４）総説については査読制とする。編集委員会において決定した査読者による査読意見を参考にして編集委員会が掲載の採否を決定する。

６．投稿者は,共著者も含め，愛媛医学会会員および愛媛医学会準会員を申請しようとする者に限る。
７．投稿者は,原稿は原本・コピー２部とともに論文のデータ（CD-RまたはUSB）を下記に届けるか，あるいは書留郵便で送るものとする。

　　原稿の送り先〒791-0295　愛媛県東温市志津川　愛媛大学大学院肝胆膵・乳腺外科学内　　愛媛医学編集事務室

　　TEL 089-960-5327  FAX 089-960-5329 
　　E-MAIL emj@m.ehime-u.ac.jp

８．論文の掲載費用は著者の全額負担とする（１ページ１２,０００円）。但し，医学部医学科学生についてのみ著者の半額負担とする。尚，費用を要する図表，写真は実費。編集委員会からの依頼原稿に関しては無料とする。急を要する原稿は，特別掲載とすることができる。この場合，特別掲載料を負担するものとする。

９．別刷は，５０部を最低とし，全て有料とする。それ以上は５０部単位で受け付ける。

１０.著者校正は１回とする。校正刷り受領後，原稿と共に指定期日内に編集事務室に直接届け
るか，書留速達で返送する。校正の際に原文を大きく改変することは許されない。

１１.原稿は原則として返却しない。返却希望があれば返信料を添えて投稿時に申し出ること。

１２.著作権は，愛媛医学会に帰属する。

１３.その他詳細は，別紙「原稿作成の手引き」によるものとする。
原稿作成の手引き
（2014年9月発行　第33巻第3号より適用）

　Ⅰ　執筆にあたって

1． 本誌に投稿する論文は、ヒトを対象とした臨床研究においては世界医師会総会

（World Medical Assembly）において承認されたヘルシンキ宣言（1964年採択、1975年改訂、1983年および1989年修正）の精神に則って行われた研究でなければならない。詳しい内容については　International Committee of Medical Journal Editors : Uniform Requirements for Manuscripts Submitted to Biomedical Journals. JAMA 1997 ; 277 : 927－34.　によること。
2． 和文原稿は、Ａ４用紙、１２ポイント明朝体で作成すること。

欧文原稿は、Ａ４用紙を用い、double spaceで作成すること。
3． 校正は「印刷学会編集校正便覧」（1990年）に従って、朱で訂正すること。（校正時に配布）

4． 原稿の送付および編集に関する問い合わせ等は下記宛とする。

　　　　　　　〒791-0295　愛媛県東温市志津川　

　　　　　　　　　愛媛大学大学院肝胆膵・乳腺外科学内　

　　　　　　　　　愛媛医学編集事務室

　　　　　　　　　TEL 089-960-5327　FAX 089-960-5329
　　　　　　　　　E-MAIL emj@m.ehime-u.ac.jp

　Ⅱ　表紙

下記の体裁に準ずる。

1． 論文表題

欧文の表題は、最初の語および固有名詞、その他本来大文字で始まる語の他は、頭文字を大文字としない。

2． 氏名（共著者全員）

共著者はなるべく少人数にとどめるものとする。現行では、１５名以下とすると申し合わせている。
3． 所属

＜例＞愛媛大学大学院肝胆膵・乳腺外科学
＜例＞○○○病院○○○科

4． 欄外タイトル

表題タイトルと同じでない方がよい。

できるだけ短縮して要点を記すよう心掛けること。（１２文字ぐらい）

5． 原著、症例報告、臨床経験録、総説等の別

6． 本文　　　枚

7． 図　　　　枚

8． 表　　　　枚

9． 写真　　　枚

10．別刷　　　部

11．連絡先（責任者氏名、勤務先、住所および電話番号）

　Ⅲ　本文

1． 原著の本文は原則として緒言、対象および方法、結果、考察、結論、謝辞（あれば）、文献の順にまとめること。

英文ではIntroduction, Materials and Methods, Results, Discussion, Summary, Acknowledgement, Referencesの順による。

2． 和文中の外国語が文章の冒頭以外は、固有名詞その他本来大文字で始まるものを除き小文字で書き始める。
3． 数字は算用数字を、度量衡は、Ｃ．Ｇ．Ｓ．単位の他、以下のような国際単位（SI）とする。ただし、両方使用を認められているものについては、この限りではない。

	長　　　さ

質　　　量

時　　　間

電　　　流

熱力学温度

物　質　量

光　　　度

平　面　角

立　体　角

周　波　数
	メートル　(m)

キログラム　(kg)

秒　(s)

アンペア　(A)

ケルビン　(K)

モル　(mol)

カンデラ　(cd)

ラジアン　(rad)

ステラジアン　(sr)

ヘルツ　(Hz)
	力

圧力・応力

エネルギー

仕　事　率

電位・電圧

電気抵抗
線量当量
吸収線量
放　射　能
	ニュートン　(N)

パスカル　(Pa)

ジュール　(J)

ワット　(W)

ボルト　(V)

オーム　(ω)

シーベルト　(Sv)

グレイ　(Gy)

ベクレル　(Bq)


４．「○○の１例」の場合の１は、縦１とする。

５．病歴等の年月日は西暦を用いて、年月については具体的な数字で示し、日付について

は「上旬」、「中旬」、「下旬」、もしくは「某日（X日）」とする。また経過については

発症当日を発症１日目とし、「発症○日目」「発症○日後」あるいは「X＋○日」と記
載する。

６．場所の記載は必要な場合は地方あるいは県までは可とする。
　Ⅳ　図・表および写真等

1． 図・表および写真等は、いずれも１件毎に別紙とし、なるべく欧文で説明し、用紙の右肩部に刷り上がりの横幅(cm)を指定する。

2． 図および表は、明瞭なものとする。
3． 写真は、Ａ４判の台紙に貼付する。顕微鏡写真には倍率を入れる。スライドのままのものは受け付けない。カラー写真を掲載希望の場合は、用紙の右肩部にカラーと朱書きする。

4． 本文中の図・表・写真の挿入位置は、原稿の左欄外に図１、表３、Fig.１、Table ３ 等と朱書きする。

5． 写真には、裏面に著者名、および天地の指示を入れる。

Ⅴ　文献

1． 文献は論文内での引用順に並べ、本文中の引用箇所には肩番号を付ける。

外国人名は、姓を先に出し、その後に名を略記する。

2． 雑誌名の省略は和・欧文とも各雑誌に指定された略式に従う（例　愛媛医学は媛医、The Journal of Rheumatology は J Rheumatol ）。指定のないものは、医学中央雑誌および Index Medicus の略名に従う。

3． 欧文の論文における日本語の文献には、（ in Japanese ）の記載をする。

4． 雑誌

1 和文雑誌は、著者名（著者が３名以上の場合は最初の３名のみを記載することに止め Ａ，Ｂ，Ｃほかとする）：表題．雑誌名　発行年（西暦）；巻：ページ．の順で記載する。ページは、1021－1029の場合は1021－9とし、同じ数字は省略する。

文献例）

１．曽我部弘人、木原洋介、横田修二ほか：下腿開放骨折後の偽関節に対する骨
　　髄移植の１例．媛医　1993；12：89－95.

2 欧文雑誌は著者名（姓を先にフルネームで、中間名・名は省略記号なしに頭文字のみ並記し、省略符は付けない。著者が３名以上の場合は３名のみを記載するに止めＡ，Ｂ，Ｃ et al とする。）：表題．雑誌名　発行年；巻：ページ．の順に記載する。

文献例）

１．Phillips JC, Hochberg CJ, Petrakis JK et al : Epidural analgesia and its
effect on the normal progress of labor. Am J Obstet Gynecol 1977；30：
515－29.
２．Sawada H, Oeda T, Kuno S et al: Amantadine for dyskinesias in Parkinson’s

disease: a randomized controlled traial. PLoS One 2010;5:e15298.
5． 単行書

1 単著のものは、著者名（欧文のものにあっては、姓を先にフルネームで、中間名・名は省略記号なしに頭文字のみ並記し、省略符は付けない）：書名．発行地；発行社（者）、発行年：ページ．の順で掲載する。

文献例）
１．津下健哉：私の手の外科－手術アトラス－．第２版、東京；南江堂、1991
：285－345.

２．Gordon L : Microsurgical reconstruction of the extremities. New York ;
Springer-Verlag , 1988 : 49－68.
2 共著のものは、引用部分の著者名（欧文にあっては姓を先にフルネームで、中間名・名は省略記号なしに頭文字のみ並記し、省略符はつけない）：表題、編集名（編）、書名、発行地；発行社（者）、発行年：ページ．の順に記載する。

文献例）

　　１．野島元雄、松田芳郎、井上正史：神経筋疾患．伊藤鉄夫編、整形外科学総論
　下巻、東京；金原出版、1986：582－672.

２．DeVore JS , Eisler EA : Effect of anesthesia on uterine activity and labor.
In : Shnider SM , Levinson G , eds , Anesthesia for Obstetrics,Baltimore ;
Williams & Wilkins , 1987 : 41－4.
６．インターネット上に掲載されている診断ガイドライン等
文献例）

日本神経学会：パーキンソン病治療ガイドライン2011. http://www.neurology-jp.

org/guidelinem/parkinson.html
　Ⅵ　要旨

論文の他に、下記の形式で要旨を添えること。

８００字以内の和文要旨とkey words３語を付ける。また英文タイトル、著者名、所属
と、２００語以内の英文Abstract、英文のkey words ３語を付ける。また原著においてはそれぞれに目的(Objective)、方法(Method)、結果(Result)、結論(Conclusion)の項を設ける。

　Ⅶ　脚注

　脚注を用いる場合は、本文中の該当箇所の右肩に※、※※等を付け、その内容は別紙に記載する。

この別紙の冒頭には該当の頁数と符号を朱書きする。更に本文該当頁の左下端に「脚注」と朱書きする。

Ⅷ  英文の推敲：ネイティブスピーカーによる英文推敲を無料で受けることができる。

Ⅸ  付記

　DNA , RNA 等の略字は、国際的にも十分認められているものに限る。例えば、原則として、Dorland’s Illustrated Medical Dictionary 等に収録されているものに限る。それ以外のものは、最初full wordsを書き、後に括弧内に略語を入れた後、以下は略語を単独で使用する。

例）Rheumatoid Arthritis (RA) ２回目からはRA のみでよい。

[image: image1.emf]                                                      様式１   誓約書     愛媛医学刊行責任者   愛媛県医師会長   村上    博   殿                          年     月    日     下記投稿論文は、その内容が過去に他誌に掲載されたり、現在も掲 載が予定されていない（投稿中のものを含む）ことを誓約します。   論文名：         著者：１）            印        ２）                印       ３）                     印        ４）                印       ５）                     印        ６）                印       ７）                     印        ８）                印      ９）                     印       １０）                印     １１）                     印       １２）                印                          

　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式２
誓約書
愛媛医学刊行責任者
愛媛県医師会長
村上　博　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
[無の場合]

　誓約書（様式１）に記した論文に関し、同誓約書に捺印した著者のうち誰一人として、当該論文の公表により利益を受ける可能性のある営利団体との間に、いかなる利害関係もないことを証します。
　　　Corresponding author　　　　　　　　　　　　　　　印
[有の場合]

誓約書（様式１）に記した論文に関し、同誓約書に捺印した著者のうち１名あるいは複数名は、当該論文の公表により利益を受ける可能性のある営利団体との間に、別紙利益相反申請書（様式は任意）にて告知する利益相反（利害関係）があることを証します。
　　　　　　　Corresponding author　　　　　　　　　　　　　　　印
註１）利益相反の有無は当該論文の採否とは無関係である。
註２）論文の内容と関係した利益相反が過去１０年間のうち１年間で１００万円以上となった年が１年以上あった場合のみの申告でよい。
註３）利益相反が存在する論文の掲載時には、タイトル頁も脚注に、「著者○○は株式会社○○○との間に利益相反がある」の如く記載する。
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